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BPR+Viewerを利用した、業務フローの作図方法や業務記述書・問題管理表の確認方法について
ご紹介いたします。

業務フローチャート

業務記述書 問題管理表

本資料の目的



Page 2

Windows「スタート」メニュー - 「すべてのプログラム」 - 「iGrafx」 - 「Viewer」を
選択します。
または、iGrafxファイルをダブルクリックして、 iGrafx Viewer を起動します。

■ 1.Viewerの起動
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「BPR+」メニューから「文書情報」を選択すると文書情報が確認できます。
入力されている情報の一部は、フロー印刷時、ヘッダーに自動出力されます。

■ 2. 文書情報の確認

図表ＩＤは、作成する業務フロー
文書を特定するためのコードです

更新日、更新者などの情報が
確認できます
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作業図形は８つあり用途に合わせた形が配置されています。
配置されている作業図形をダブルクリックすると「作業」ダイアログボックスが表示されます。

■ 3. 作業図形の確認

ダブルクリック

作業に関連する事項
が確認できます

作業の詳細が確認できます
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ポイント図形は、業務フロー上の確認ポイントを明示的に表す場合に使用されます。

■ 4. ポイントの確認

ポイント図形をダブルクリッ
クし詳細画面を開きます

該 当 の 項 目 が
チェックされて
います

ポイントの詳細
を確認できます
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問題図形は、業務フロー上の問題を記述する場合に使用されます。

■ 5. 問題図形の確認

問題図形をダブルクリックし
詳細画面を開きます 問題の詳細が

確認できます

関連する事項が
表示されます

ステータスにより図形の色が変わります
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■ 6. 課題図形の確認

課題図形は、業務フロー上の課題設定した内容を記述する場合に使用されます。

課題図形をダブルクリックし
詳細画面を開きます

課題の詳細が
確認できます

対象の問題が
表示されます

ステータスにより図形の色が変わります
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■ 7. リスク・コントロール図形の確認

ダブルクリックし
詳細画面を開きます

リスク図形・コントロール図形は、業務フロー上のリスク内容・コント
ロール内容を記述する場合に使用されます。

リスクの詳細や、関連する事項
が確認できます

コントロールの詳細や、
対象リスクが確認できます
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「BPR+」メニューより「帳票出力」を選択すると、「帳票出力」ダイアログボックス表示されま
す。開いているすべての文書が一覧に表示されますので、「帳票出力」ダイアログボックスより、
出力対象文書、出力条件などを選択します。

■ 8. 帳票出力（1/2）

帳票出力する対象の文書を
チェックします

複数の文書がある場合、このボタンを
クリックすると、すべての文書が帳票
出力対象になります

出力ファイルを選択します

出力シートを選択します

出力先を指定します
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帳票出力を実行すると、指定した帳票が出力されます。必要に応じて「名前をつけて保存」します。

■ 8. 帳票出力(2/2)

■リスク管理

■業務改善■業務標準化

業務定義書

業務記述書

問題管理表

課題対応管理表

業務記述書

リスクコントロールマトリクス

作業・ポイント図形に入力した内容を出力 問題・課題図形に
入力した内容を出
力

リスク・コントロー
ル図形に入力した内
容を出力

■RPA化状況管理
作業図形のRPAタブに入力
した内容を出力

RPA対応状況一覧表

表示パターンのマトリクスを出力

パターンマトリクス


